
「戦没者の遺骨を基地の埋立てに使わないでください」（弁護士
伊須慎一郎）
年末の朝日新聞に沖縄県那覇市在住の具志堅隆松さんが40年、ボランティアで沖縄戦の戦没者の遺骨収集をしているという記事が掲載さ
れていました。

激しい戦闘があった沖縄南部では、砲撃でバラバラになった遺骨が多いそうです。

戦争で無念の死を遂げた戦死者の骨が含まれた土砂を、軍隊を持つことが許されないはずの日本の沖縄辺野古新基地の埋立てに使う。

こんな理不尽なことは許されないと考える自治体は多いようで、１００を超える地方自治体が、戦没者の遺骨が含まれた土砂を辺野古新基
地の埋立てに使うことに反対しているということです。

しかし、全国の地方自治体は都道府県も含めると、１７６５もあります。
私の、そして、あなたの大事な人が、砲撃でバラバラにされて殺された。その遺骨が含まれた土砂が、大事な人を殺した米国の軍事基地の
埋立てに使われることを想像してみてください。

より多くの自治体から戦没者の遺骨を辺野古新基地建設のために使わないでくださいと、非情・冷淡な政府にＮＯの声を届けたいです。

弁護士　伊須慎一郎

「ちびっ子ギャングと社会進歩」（弁護士　高木太郎）
年末年始を孫（１歳７ヶ月）と過ごしました。
長女がつわりで、かつ、長女一家がみな風邪に見舞われたためです。久々のちびっ子ギャングに振り回され、賑やかな１週間でした。
年末までは、主に、このギャングの相手を長女の配偶者が担当してきたとのこと。双方の実家から、若干のお助け部隊は出ましたが、それ
も日中のみ。イマドキの若いパパの意識の高さには頭が下がります。

暗いニュースばかりですが、世の中、良い方向に向かっている部分もあるんだと実感した正月でした。

弁護士　高木　太郎
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「腐りきった政府」（弁護士　梶山　敏雄）
年の瀬に、又もや我慢ならない卑劣な事を政府はやりました。

安倍元首相を擁護する目的の「文書かいざん」を指示されて自死した赤木さんの妻が国を相手に損害賠償請求訴訟を提起していましたが、
提起から１年半以上も経った訴訟の途中で、真実が暴露されることに逃げ切れなくなった国は、突然「請求認諾」という訴訟打ち切りの手
段に出ました。

私達弁護士も「欠席判決（裁判所に出頭せず書面も提出しないときは原告の請求を全部認めたものとみなす制度）」は別として、滅多に
「請求認諾」というケースにあたることはありません。

ましてや絶対的権力者である国が訴えを全部認めることなど殆ど考えられません。いかに今の政府が、どうせ直ぐに忘れる、と国民をなめ
きって、腐っているかを示す出来事です。

全責任が国にあることを認めたなら、１億円もの損害を国に与えた違法指示を行った公務員に対して、少なくとも国自身がその責任を追及
しなければ国民は黙っていられないでしょう。

弁護士　梶山敏雄

 

「労働問題・労働条件に関する啓発授業」（弁護士　鈴木　満）
先日、埼玉県立所沢中央高等学校で、労働問題・労働条件に関する啓発授業の講師を担当し、約３００名の高校生に対して講義をしました。
授業の中では、どのようなものが労災として認められるのか、労災と認められると自分の人生や家族の生活に大きな影響があるのか、社会
問題になっている過労死の現状などについて話をして来ました。
授業の資料を作成している中で、私自身も新たな気づきがありました。
厚生労働省作成の「令和２年度過労死等の労災補償状況」の職種ごとの支給決定件数の統計では、「自動車運転従事者」が、脳・心臓疾患
の支給決定件数では１番多く、精神障害の支給決定件数では５番目に多い数でした。
この「自動車運転従事者」には、「バス運転者」やタクシー運転手などの「乗用自動車運転者」ののほかに、トラック運転手を含む「貨物
自動車運転者」が含まれています。
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私も、様々な労働事件を通じてトラック運転手の中には、大変な働き方をしている人がいることは認識していたので、この統計を見たとき
にこの「自動車運転従事者」にはトラック運転手が多く含まれるのではないかと思いました。
コロナ禍においては、通販を利用する方も増えたと思います。注文した翌日に荷物が届くこともあり、とても便利だと思います。
しかし、その結果、トラック運転手として働く人々にしわ寄せがきているのではないかと思いました。
私たちの便利な生活を享受する一方で、大変な働き方をしている人もいることを忘れてはいけないと改めて思いました。

弁護士　鈴木　満

 

「法テラス職員の皆さんへ」(弁護士　牧野　丘)
１０月末で法テラス埼玉の所長を退任しました。ちょうど３年間、本当にお世話になりました。最終出勤日の日には、大きな花束をはじめ
抱えきれないほどたくさんの贈り物をいただきました。とても嬉しかったです。花束は紫を基調としたゴージャスなものでしたが、それっ
て私のイメージか何かなのでしょうか。

皆さんの日々のお仕事は、いつでも人手不足の過重労働で、しかもしょっちゅう弁護士からも利用者さんからも強い言葉で叱り飛ばされ
て・・・。でも法テラスの仕事は、法律家と市民との間に立ち、困っている市民の人が法律家のサポートを得やすくする、いわばこの世界
の流通業のような仕事です。間違いなく皆さんの日々の仕事が困って途方に暮れている市民の皆さんの役に立っています。皆さんのお仕事
のその先には人々の笑顔が待っています。そういう仕事であることに自信を持ち、さらにはもっと法テラスの仕事をそれにふさわしいもの
に高めていってください。私も在任中は、皆さんにやりがいを再確認してていただけることを目標のひとつにしていましたが、まだまだ実
力不足でしたね。でもそう思って本部としばしば掛け合ったことはよい思い出に残っています。

設立されてからまだ１５年。生きがいを感じられる職場になることをお祈りしています。

弁護士　牧野丘
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「けやき坂」（弁護士　鴨田　譲）
 

けやき坂のイルミネーションを見に行ってきました。
坂の青色の光と東京タワーの赤色の光、それぞれの良さがありますね。

弁護士　鴨田譲

 

「家族旅行」（弁護士　南木　ゆう）
久しぶりに家族旅行に出かけました。

当たり前だったことが、当たり前にできなくなって、その当たり前にできなくなったことにすら慣れてきてしまった生活でしたが、
大自然の中で、美味しい空気、美味しい食べ物、美味しいお酒を堪能して、すっかりリフレッシュしてきました。

ちょうどハロウィンの時期だったので、子どもたちも仮装でパレードを楽しみ、お菓子をもらって大騒ぎ。
帰る頃には疲れ過ぎて、ご機嫌斜め。
地べたに座り込んで、野良猫さんになってしまいました。

 

弁護士　南木　ゆう

「目の前に誰かいてほしい」（弁護士　竹内　和正）
先週、一般社団法人日本消費者協会からの依頼を受けて、消費生活相談員の方や行政職員の方を対象に、研修講座の講師を担当してきまし
た。

https://saitamasogo.jp/archives/88395
https://www.roppongihills.com/sp/christmas/2021/illumination-event/keyakizaka.html
https://saitamasogo.jp/kamodayuzuru
https://saitamasogo.jp/archives/88384
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%AD%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%83%B3
https://saitamasogo.jp/minakiyu
https://saitamasogo.jp/archives/88350
https://jca-home.jp/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B6%88%E8%B2%BB%E7%94%9F%E6%B4%BB%E5%B0%82%E9%96%80%E7%9B%B8%E8%AB%87%E5%93%A1


会場で参加された数十名の方以外に、全国各地から100名程度の方がオンラインで受講されたそうです。
僕が講義をする様子が撮影され、そのままライブ配信されていたようですが、講師を担当していると、オンラインで聞いてくれている方で
はなく、どうしても実際に会場が聞いてくれている方の反応が気になり、その様子に応じて内容を調整していくことになります。
コロナ禍によって、このようなオンライン形式の会議や講義が盛んに行われるようになり、今後も間違いなく増えていくとは思いますが、
顔の見えない誰かに対して話をすることは大変です。話している内容が理解されているか、ニーズに対応できているか図れないところがあ
ります。慣れていかなければならない部分とは思いますが、話をするのであれば、やはり目の前に誰かがいてほしいなと思います。

弁護士　竹内　和正

「静岡出張」（弁護士　谷川　生子）
裁判手続もリモートが増えましたが、先日、沼津の裁判所に行きました。

期日が終わり、狩野川（かのがわ）を渡って駅に戻る途中、地元のお菓子でも買おうかと駅前商店街をのぞいてみました。
頑張っている店もありましたが、シャッターが目立ち、目当ての店も臨時休業でした。

コロナの感染者数は減っていますが、賑わう日々は戻ってくるでしょうか。

次回、またお菓子屋さんをのぞいてみようと思います。

弁護士　谷川　生子

 

「ウインドインハーヘア」（弁護士　伊須　慎一郎）
ノーザンホースパークに行きました。
厩舎（きゅうしゃ）の名札を見ていると、唯一、サラブレッドが
入厩（にゅうきゅう）していたので、名前を見ました。

「ウインドインハーヘア」
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ん？　何か聞いたことある名前ですね。
ん？　ディープインパクトのお母さん？
そうです。ディープインパクトのお母さんです。
齢３０歳。おばあちゃんがなので、
口をモゴモゴとさせていましたが、
紛れもないディープインパクトのお母さん。

こんにちは。あなた、ここで暮らしているんですね。
あなた、すごい子を産んだんだよ。
凱旋門賞は、ちょっと駄目だったけど、と声をかけると、
お母さんは、ブルブルっと鼻を鳴らして抗議しました。

お母さん、元気でね。

弁護士　伊須　慎一郎
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